
宮
武
外
骨
は
、
そ
の
著
『
文
明
開
化
』
の
雑
誌
篇
（
大
正
十
五
年

六
月
五
日
発
行
）
の
医
事
雑
誌
（
二
’
三
頁
）
に
次
の
ご
と
く
記
載
し

て
い
る
。
「
明
治
二
年
十
二
月
に
大
阪
医
学
校
で
編
纂
発
行
し
た
日

講
記
聞
と
い
う
の
が
医
学
雑
誌
と
し
て
の
元
祖
で
あ
る
ら
し
い
が
、

前
に
も
記
せ
る
が
ご
と
く
実
物
未
見
で
あ
る
か
ら
除
く
こ
と
に
し

て
、
此
の
医
事
雑
誌
を
祖
と
す
る
。
編
輯
者
坪
井
信
良
は
、
關
方
医

師
で
幕
府
の
侍
医
を
も
勤
め
た
人
で
あ
る
。
此
の
雑
誌
の
実
物
は
、

富
士
川
瀧
先
生
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
初
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
五
冊
合

本
を
所
有
す
る
の
染
で
あ
る
が
其
合
本
表
紙
に
「
共
八
」
と
あ
る
の

で
四
十
号
ま
で
継
続
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
。

ま
た
中
野
操
著
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
の
明
治
六
年
の
文
献
の
項

に
「
坪
井
信
良
和
蘭
医
事
雑
誌
ヲ
発
刊
ス
、
海
外
医
事
ノ
抄
録
ニ

ス
ギ
ザ
レ
ド
モ
月
刊
医
事
雑
誌
ノ
始
ト
ス
」
と
記
載
し
、
ま
た
藤
井

尚
久
編
『
医
学
文
化
年
表
』
も
明
治
六
年
の
項
に
「
坪
井
信
良
『
医

わ
が
国
最
初
の
医
学
雑
誌

谷
津
三
雄
・
鈴
木

勝

事
雑
誌
』
を
刊
行
す
。
（
我
国
医
事
雑
誌
の
噛
矢
）
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
坪
井
信
良
編
医
事
雑
誌
を
も
っ
て
わ
が
国
、
最
初
の

医
学
雑
誌
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
発
行
月
日
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
私
蔵
の
医
事
雑
誌
の
第
一
号
の
発
行
年
月
日
を
ゑ
る

と
、
坪
井
信
良
編
輯
医
事
雑
誌
、
明
治
六
年
十
一
月
、
初
白
斉
蔵
版

と
あ
り
、
第
二
号
と
第
三
号
は
明
治
六
年
十
二
月
、
第
四
号
と
第
五

号
が
明
治
七
年
一
月
、
第
六
号
と
第
七
号
が
明
治
七
年
二
月
、
第
八

号
と
第
九
号
が
明
治
七
年
三
月
、
第
十
号
が
明
治
七
年
四
月
と
あ
っ

て
、
明
治
六
年
十
一
月
の
第
一
号
を
除
い
て
は
毎
月
二
回
発
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
田
代
家
塾
開
版
、
文
園
雑
誌
第
一
輯
の
発
行
は
明
治
六
年

六
月
、
文
園
雑
誌
第
二
輯
は
明
治
六
年
七
月
で
田
代
基
恵
輯
で
あ
る

が
、
第
三
冊
（
第
三
栂
と
記
さ
れ
て
い
な
し
は
田
代
基
徳
纂
輯
文
園

雑
誌
第
三
冊
と
あ
り
、
明
治
六
年
十
二
月
二
十
五
日
。
第
四
冊
も
田

代
基
徳
纂
輯
文
園
雑
誌
、
第
四
冊
と
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
が
発
行

月
日
の
記
載
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
雑
誌
の
発
行
月
日
を
比
較

す
る
と
、
「
文
園
雑
誌
」
の
第
一
輯
が
明
治
六
年
六
月
、
第
二
輯
が

同
年
七
月
な
の
で
、
坪
井
信
良
の
「
医
事
雑
誌
」
第
一
号
の
明
治
六

年
十
一
月
よ
り
、
は
や
い
こ
と
に
な
り
、
田
代
基
徳
の
文
園
雑
誌
を
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も
っ
て
わ
が
国
の
医
事
雑
誌
の
噴
矢
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）

大
槻
修
二
の
編
纂
し
た
「
追
遠
会
誌
」
（
明
ｍ
刊
）
に
よ
れ
ば
、
磐

水
翁
著
訳
書
目
の
な
か
で
、
「
其
名
ヲ
伝
ヘ
テ
其
書
ヲ
存
セ
サ
ル
者
」

七
部
の
な
か
に
、
『
厚
生
新
編
』
と
並
ん
で
『
西
客
対
話
』
を
記
し

て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
日
蘭
学
会
が
刊
行
し
た
大
槻
玄
沢
の
「
西
賓
対

晤
」
は
「
大
槻
文
庫
」
と
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
静

嘉
堂
文
庫
の
許
可
を
得
て
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
裏
に
は

「
西
賓
対
晤
自
寛
政
甲
寅
至
文
化
甲
戌
、
校
合
可
致
事
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
、
戊
午
来
貢
蘭
客
通
弁
、
壬
戌
来
貢

三
回
対
談
、
文
化
丙
寅
蘭
人
対
談
記
、
庚
午
西
賓
対
話
記
、
甲
戊
春

対
話
記
の
六
部
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
槻
玄
沢
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
四
日
、

五
日
、
商
館
長
（
カ
ピ
タ
ン
）
国
の
日
日
学
書
記
（
シ
キ
リ
バ
）

閃
凹
め
．
医
官
（
オ
ッ
プ
ル
メ
イ
ス
ト
ル
）
尻
の
岸
『
と
対
談
、
寛
政
十

大
槻
玄
沢
と
西
賓
会
話

山
形
敞
一
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